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旧家者新右衛門 

  本陣・問屋を兼任する竹井氏である。先祖は竹屋

右衛門督兼俊の後胤で藤原俊信の長男である。竹

井新左衛門尉信武として生まれた。母は別府尾張守別府尾張守別府尾張守別府尾張守

長吉長吉長吉長吉の娘で、天文二十二年（1553）五月十七日の出

産の時、庭先の井戸の中に竹が生えていたことから

竹屋氏の発祥となり竹井にあらためた。 

信武の父俊信は、後奈良院（明応 5 年（1497）～弘

治3 年（1557））の北面警護をしていたが、故あって勘

当を被り当国の別府に蟄居していた。 

  信武の出生の後勘当の許しが出て、信武をここに

残して帰京した。 

信武に二子いて長男は出家して栄光と称し村内の

石上寺を開いた。次男の新左衛門信次が家を継ぎ、

その子は善兵衛信久、信久の長男甚五右衛門信親

は阿部豊後守忠秋の家臣となり、次男の梶塚源五右

衛門某は秋元氏の家臣となり、三男新右衛門正信が

家をまとめて当所に土着し、子孫が相続して今の新

右衛門に至る。これらは家譜に載っているけれども、

もとより他の証拠が有るわけも無く、また天文の頃に

勘当を被り当地に蟄居していたなど受けがたいもの

もあるが、この伝えのまま記録に残す。 

  家に具足 1 領を持っている。黄糸の縅（おどし）で

玉庇も有るので、戦争に用いたものと見える。また鞍、

鎧、刀も持ち伝える。刀は長さ 3 尺余りで寒念仏と名

が付いている。このほか名主・本陣の中に石川、鯨井

などの姓を氏とするものがいる。皆、成田家臣の子孫

であるといえる。 

 

 

 

 

「信武の父俊信は、後奈良院（明応 5 年（1497）～弘治 3 年（1557））の北面警護をしていた

が、故あって勘当を被り当国の別府に蟄居していた」は裏付けとなる文書はなく、言い伝え

であるようですので、本当かは分りませんが、別符氏と姻戚関係があったと思われます。 

 


